


















































































 地元で採れた食材を摂る地産地消（Locavore food chain） 
 水都市国家（H2O-opolis ） 
 集合知（Collective intelligence） 
 水市場の産業化（Industrialization of the water market） 
 
（３）変化要因がマクロイシューの方向性に与える影響 
ワークショップにおける参加者の投票では、すべての変化要因は、およそ全てのマクロイシュー
において連続的変化が起こる方向に影響するとされた。 
 
（４）水の未来シナリオの作成 
グループディスカッションにより、都市における水の未来、食における水の未来、産業における
水の未来についてのシナリオを作成した。シナリオにおいて、水の生産と利用に関するイノベーシ
ョンにより、地域の食料生産・供給を自立させ、産業廃水の汚染を減少させ、さらに環境破壊を軽
減した都市ネットワークの可能性が示された。 
 
３．まとめ 
本調査の手法は、不確実な未来を検討する方法の一つとして機能し得るものと考えられる。今
後の課題は、世の中に存在する膨大で多岐にわたる情報からいかにして新しい動きを抽出・評価
するかである。情報のスキャニング・集約・分析のための自動的な手法を開発するとともに、そうした
自動的手法と人手による手法（ワークショップ等）の適切な組み合わせを見出すことが求められる。 
